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The　Tracings　of　Liberal　Constitutionalist　Party　in　EgypL　1922－1953
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Hiroshi　MATSUMOTO

The　Liberal　Constitutionalist　Party　was　a　political　party　during　the　constitutional　monarchy

of　Egypt（Kingdom　of　EgypL　l922－52）．　The　origins　of　party　are　the　）Umma　Party，　Mu与ammad

（Abduh（1849－IOO5），　the　Wafd　befbre　the　semi－independence　in　l922　and　the　Constitutional

Committee　to　draft　the　Constitution　of　1923．　Then　the　Liberal　Constitutionalist　Party　was

established　by　the　politicians　who　sought　the　protection　of　the　Constitution　of　l923　and　their

own　political　activities　guaranteed　by　the　Constitution．　However，　in　the”power　triangle”

among　Britain，　king　and　the　Wafd　Party，　the　Liberal　Constitutionalist　Party　kept　straying

between　the　king（for　the　forming　their　cabinet　and　the　supports　from　large　landowners）

and　the　Wafd　Party（fbr　the　protection　of　the　Constitution　and　the　nationalism　movement）．

Although　the　Liberal　Constitutionalist　Party　was　a　stronghold　of　liberalism　in　modern　Egypt，

they　could　not　play　a　clear　political　role　for　the　nationalism　aimed　at　the　full　independence

from　Britain．

1　問題の所在

　筆者は既発表論文［松本2004］において、

立憲君主制期エジプト（1922－52）の政治状況、

時代状況を1923年憲法に関わるさまざまな

問題から評価することを試みた。立憲君主

制期エジプトとは、1919年革命を背景とし

た22年の形式的独立から52年の革命までの

エジプト王国（Mamlakat　al－Mi§riyya）の時

代を指す。この時代は、「自由な時代liberal

age」［Botman　1998］とも呼ばれる。その理

由は、エジプト史上最も徹底したかたちで西

欧型の民主主義やリベラリズムが受容され、

選挙・議会・政党・ジャーナリズムなどが自

由で活発な活動を続けたことにある。しかし、

同時に政治的な混乱や暴力が続き、深刻な社

会問題群を解決できずに、やがて革命へと突

き進んでいく時代でもあった。

　この立憲君主制期エジプトや23年

憲法を調べるなかで、筆者は立憲自由

党（耳izb　a1－Aりrar　al－DustUriyyin，　Liberal

Constitutionalist　Party）という政党に、特

に関心を持った。この時代を代表する政党と

いえば、それは明らかにワフド党（Hizb　al－

Wafd）であり、これ以外の政党は一括して

小政党として扱われる例が少なくない。立憲

自由党は、それら小政党のなかではワフド党

に次ぐ地位を占め続けたものの、選挙での勝

利や政治的影響力ではワフド党が他を圧倒し

ていた。疑いなく、ワフド党はこの時代の

政党政治の中心を占めていた。

　ならば、なぜ立憲自由党に注目したのか。
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それは、立憲自由党の「迷走」ぶりがこの時

代そのものを象徴しているかのように、筆者

には思えたからである。後述するように、立

憲自由党に集った人々は多士済々であり、彼

らの経歴や業績には当時のエジプトを考察、

評価する上で重要かつ実に興味深い事例があ

ふれている。立憲自由党に関わる人物や事件

は、ワフド党よりも当時の政治や社会を鮮明

に映し出す題材となっている。にもかかわら

ず、立憲自由党はこの時代において明確な役

割を果たしたとは言いがたい。次章で見るよ

うに、さまざまな政党と連立を組んだし、そ

の時々の問題や政治情勢によって異なる立場

をとった。それゆえ、結局のところ立憲自由

党はどのような政党であったのか、何をなし

えたのかについては、これといった評価が存

在せず、現在まではっきりとしていない。

　もちろん、立憲君主制期エジプトに関わ

る文献や資料には、立憲自由党は必ず言及

され、当時の政党政治のなかで欠かすことの

できない存在であることは間違いない。しか

し、立憲自由党そのものをテーマとした研究

は極めて少なく、筆者の知る限るでは［Zayid

1968］と［Shilq　l982］の2つしかない。し

かも、両者ともに立憲自由党に関わる歴史叙

述であるため、特段の評価は示されていない。

要するに、よく知られてはいるものの、その

功罪を特定することが極めて困難な政党であ

るといえる。

　このため、本稿は立憲自由党そのものに対

する評価ではなく、立憲自由党への評価が難

しい理由の解明を主題としたい。その「迷走」

の内容や原因を明らかにすることによって、

立憲君主制期エジプトへの新たな視座や評価

を示すこととする。

　ただし、そのための作業には、ある困難

が存在する。それは、いわば民族主義と民主

主義の重なりという状況である。当時のエジ

プトにおける最大の問題は、イギリスからの

完全独立であり、それを求める民族主義全盛

の時代であった。あらゆることが民族主義と

の関連で論じられ、すべての政治的な立場や

問題も完全独立に収敏されていくことが、当

然視されていた。それゆえ、政党政治といっ

ても、民族主義を大前提とする政治状況の

なかで展開されていたことを念頭に置いてお

かなければならない。しかし、その一方で民

主化もまた、この時代のエジプトを考える上

で欠かすことのできない視点である。23年

憲法は、現在に至るまでエジプト史上最も

自由な憲法と評価される。［Goldschmidt　and

Johnston　2003：107］この憲法によってもた

らされた「自由な時代」では、それまで潜在

的であった政治勢力が表面化し、政党として

公式化し、そして新たな勢力も政治アリーナ

に参入して、以前とは全く異なる政治状況を

作り出していた。たとえば、それまで主流を

占めていたトルコ系の政治家が姿を消し、エ

ジプト人政治家に完全に取って代わられたこ

となどは、その典型例といえる。民主主義の

導入や確立が、文字通り立憲君主制期の大き

な特徴であったことは疑いない。

　よって、民族主義と民主主義の双方から

立憲自由党を考察していかなければならな

いが、実際にそれを論述することは実は大

変難しい。民族主義の視点に立てば、独立を

めぐるイギリスとの対立や交渉が主な論点と

なり、民主化に関わる問題は後退せざるをえ

ない。逆に民主主義という視点に立つと、政

党政治や政治状況を細かく見ることができる

が、民族主義というこの時代特有の課題が薄

らいでしまう。民族主義と民主主義という視

点は、論述の作業のなかでは互いの存在を打

ち消すような作用を生み出す。そこで本稿で
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は、立憲自由党の起源や展開のなかに、その

民族主義的な側面と民主主義的な側面を看取

し、それら両側面を考察することによって、

評価を試みることとしたい。

2　立憲自由党の展開1）

　立憲自由党が結成されるのは、1922年10

月30日である。エジプトの形式的独立が同

年の2月28日であるので、独立の8ヶ月後

ということになる。本稿の主題において、立

憲自由党の設立背景は極めて重要であるの

で、時期を遡り1919年革命から説明を始め

たい。

　第一次大戦勃発に際し、エジプトはそれ

までのイギリス単独占領下（形式的にはオ

スマン帝国エジプト州）からイギリスの保

護国となった。大戦直後の1918年11月13

日、フサイン・ルシュディー首相（耳usayn

RushdU863－1928）了承のもとにサアド・

ザグルール（Sa（d　Zaghld，1859？－1927）、ア

ブドルアジーズ・ファハミー（｛Abd　al－

Aziz　FalumT，187ひ1951）、アリー・シャアラー

ウィー（｛Ali　ShaYawi，　IM81922）の3名は

イギリス高等弁務官ウィンゲイト（Reginald

Wingate）に面会し、エジプト独立交渉のた

めの訪英を求めた。同日夜、ザグルールら3

名にアフマド・ルトフィー・アッサイイド

（Atmad　Lutfi　al－Sayyid，1872－1963）、　ムハ

ンマド・マフムード（Muhammad　MahmUd，

1877－1941）、ムハンマド・アリー・アッルー

バ（Mupammad　‘Al　i（AllUba　1875／7＆1956）、

アブドッラテイーフ・マカッバーティー

（（Abd　al－Latif　al・Makkabhti）を加えた7名

が、来たるべき「エジプト代表団（al－wafd

al－Misri）」を結成した。

　しかし、イギリス政府は彼らの訪英自体を

認めなかった。ザグルールは方向を転じ、パ

リ講和会議にエジプトの代表団（ワフド）を

送り、そこで一気に独立を既成事実化させよ

うとする運動を開始した。この運動および運

動に参加した者達はそのままワフドと呼ばれ

たが、1919年3月8日にザグルールはマフ

ムード、イスマーイール・シドキー（lsma（il

＄idqi，18751950）、ハマド・バシール（Harnad

al－Basil，1871－1940）とともに逮捕され、国外

追放処分を受ける。これ以降、エジプト国

内はザグルール追放に抗議し、独立を求める

熱狂的な集会やデモ、スト、騒擾事件が各地

で繰り返されることとなる。それは、階層・

職業（トルコ系とエジプト人、地主と農民な

ど）も宗教（イスラーム教徒とコプト教徒）

も世代も性別も越えて、エジプトがまさし

く全土的な高揚に包まれた独立運動であり、

1919年革命と呼ばれた。

　その後、ザグルールはパリに滞在して講和

会議への参加を窺い、ワフドのメンバーも続々

とそこに合流した。一方、エジプトではイギ

リスのカーゾン外相（bord　Cum）と独立交

渉をすべく、アドリー・ヤカン（｛Adfi　Yakan

18641933）が首相に任命されることとなっ

た。ワフドの多くのメンバーがヤカンへの

支援を表明し、首相就任後にヤカンもザグ

ルールに交渉団への参加を呼びかけた。し

かし、無条件完全独立を唱えるザグルール

は、これを拒否した。このため、それに前後

してファハミー、シャアラーウィー、ルト

ブイー、マフムード、シドキー、アッルーバ、

マカッバーテイー、ハーフイズ・アフイー

フィー（Hafiz　‘Afifi，1886－1961）らがザグ

ルールと決別し、ワフドを脱退した。彼らは

カイロでエジプト独立協会（Jarngyya　Mi§r

al－Mustaqilla）を結成し、ヤカン首相の交渉
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を支援した。

　1921年7月にロンドンで行なわれたヤカ

ン・カーゾン交渉は決裂したが、衰えない熱

狂的な民衆運動に抗しきれず、カイロのア

レンビー高等弁務官（Edmund　Allenby）は

1922年2月28日にエジプトの独立を一方的

に宣言した。エジプト王国の成立である。し

かし、それにはイギリスの移動・通信の自由、

イギリスによるエジプト防衛およびスーダン

統治、外国人の利権と少数派の保護が留保さ

れていた。形式的独立と言われるゆえんであ

り、これ以後は完全独立に向けて、特にイギ

リス軍撤退とスーダンの主権が大きな問題と

して残ることとなる。

　フアード国王（Ahmad　Fu）ad　l、在位

1922－36）は独立直後に憲法制定の勅令を発

し、4月3日にアブドルハーリク・サルワト

首　相（（Abd　al－Kh司iq　Tharwat．1873－1928）

により憲法起草委員会（al－Lajna　al－〔Amma

li－Wad｛i　al－Dusturi）が設置された。憲法起

草委員会は10月21日に、憲法案を政府に

提出した。その9日後の30日、立憲自由

党の結党大会が約300人の参加を得て行な

われた。党首にはヤカン、副党首にはマフ

ムードとミスル銀行頭取のアフマド・ミド

ハト・ヤカン　（Ahmad　Midhat　Yakan、ヤ

カンの甥）、事務局長にアッルーバ、副事務

局長にイブラーヒーム・ドスーキー・アバー

ザ（lbrahim　DusU輌Ab疋a）、会計責任者に

マカッバーティーが就任した。そのほかには

サルワト、ファハミー、シドキー、アフィー

フィー、ムハンマド・フサイン・ハイカル

（Mubammad　Husayn　Haykal，1888－1956）、

弁護士のイブラーヒーム・ヒルバーウイー

（Ibrahim　al－Hilbawi，1858－1940）、ウラマー

で兄弟のムスタファー・アブドッラージ

ク　（Mu§tafa（Abd　al－Raziq，1885－1947）とア

リー・アブドッラージク（〔An〔Abd　al－Raziq，

1888－1966）らがいた。

綱領に相当する「行動計画（al－Barnamij）」

では、イギリスからの完全独立、個人的及び

集団的自由の強調、教育の普及、税の不公平

是正、エジプト産業界の保護と発展などが挙

げられていた。［Deeb　1979：79－80］この行

動計画はルトフィーの執筆と考えられてお

り、ルトフィー自身は立憲自由党に参加しな

かったものの、実際にはほぼ幹部に等しい存

在であった。

　一方、帰国したザグルールは192B年に、ワ

フドをそのまま引き継ぐかたちでワフド党を

結成し、党首に就任した。その他の政党として

は、ムスタファー・カーミル（Mustde　Kaini｝．

1874－1908）らによって1895年に創設された、

エジプト最初の民族主義政党といわれるワ

タン党（Hizb　al－Watani）、フアード国王の

側近によって旗揚げされた統一党（Hizb　al－

Ittibad）があった。憲法起草委員会が提出し

た憲法草案は、政府による修正が加えられた

のち、1923年4月に公布された。翌24年1

月、第1回下院選挙が実施され、3月に議会

が開設された。文末の表1は、これ以降10

回にわたるエジプト王国期の下院選挙結果で

ある。ただし、これら選挙結果は本稿の考察

や評価にきわめて重要なものであるにもかか

わらず、大きな資料的問題を抱えているので、

文末の「補論　下院選挙の制度と結果」に

おいて選挙制度の解説とともに補足説明を行

なった。

　冒頭で述べたとおり、ワフド党は選挙を

ボイコットした31年、45年の選挙と、ワフ

ド党から分裂したサアド党（al－Hizb　al－Sa｛dl）

が初参加した38年の選挙以外では、常に圧

勝している。立憲自由党もボイコットした選

挙（29年、31年、42年）と50年の選挙（3
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位）を除き、常に第二党の位置を占め、その

得票率は20％前後を維持している。例外は

あるものの、このような選挙結果は立憲君主

制期を通した両党の位置付けとして、そのま

ま確認できるものである。憲法の規定上、首

相は国王の任命であるが、国王が選挙結果を

尊重してこれを行なっていれば、立憲自由

党は最大野党の立場を続けたであろう。しか

し、実際には国王の専断やイギリスの圧力な

どが絡み合い、選挙結果と政権とが遊離した

状態が多かった。そのため、立憲自由党は野

党と連立与党の立場を繰り返すこととなる。

　議会開設とともに、ザグルールが国王によ

り首相に任命され、ワフド内閣が成立した。

ワフド党は当初、1923年憲法を欽定憲法と

して批判し、民選の制憲議会による憲法を主

張していた。フワード国王も、23年憲法を

イギリスの押し付けとして忌避しており、こ

の時点で国王とワフド党は蜜月関係にあっ

た。しかし、ワフド党が間接選挙を直接選

挙とする選挙法（1924年選挙法）を制定し、

イギリス人顧問の廃止やイギリス軍の撤退を

要求すると、国王はワフド党への警戒を強め

る。イギリス人のエジプト軍総司令官が暗殺

された事件によりザグルール首相が辞職する

と、1924年11月に国王は統一党のアフマド・

ジーワル（Ahmad万war，18641945）を首

相に任命し、ジーワルは立憲自由党との連立

内閣を組んだ。ここで立憲自由党は、初めて

政権に加わることとなる。上記暗殺事件の処

理後に国王は下院を解散し、翌25年3月に

第2回下院選挙が実施された。ワフド党が勝

利し、議会初日にザグルールが下院議長に選

出されると、国王は下院を再び解散。下院は

たった1日の開催のみで、以後1年2ヶ月に

およぶ空白が続く。その間、政府では下院解

散後にジーワルが首相に再任され、立憲自

由党との連立も維持された。

　しかし同年に、シャリーア法廷判事を務め

ていた立憲自由党のアリー・アブドッラージ

クが『イスラームと統治の諸原理（al－lslam

wa　U画a∫－Hukm♪』を出版し、カリフ制は

預言者ムハンマド死後の制度であり、コーラ

ンが求める制度であるとは認められないとの

見解を示した。これに対し、アズハルの高位

のウラマーによって編成される大ウラマー

評議会（HaYa　Kibar　al－｛Ulama’）は、アリー

からウラマーの資格を剥奪し、公職から追放

する決定を行なった。この決定には政府の閣

議承認が必要であったが、立憲自由党のファ

ハミー司法相は承認を拒否して同年9月に罷

免され、この罷免に抗議して同党のアッルー

バ・ワクフ相、シドキー内相らが辞職。立憲

自由党は閣外に去った。2）同年12月、議会

閉会中の勅令による法（1925年選挙法）で

間接選挙が復活すると、翌26年2月にワフ

ド党、立憲自由党、ワタン党は24年選挙法

の復活を決議し、国王は25年選挙法を取り

下げた。

　1926年5月、24年選挙法による初めての

下院選挙が実施され、ワフド党が勝利した。

しかし、ザグルールの首相就任を避けたい英

高等弁務官ロイド（George　Ambrose　Lloyd）

の圧力により、国王は立憲自由党のヤカンを

首相に任命。ヤカンはワフド党との連立内閣

を組み、続いて27年に首相に任命された立

憲自由党のサルワトもこの連立を維持して、

完全独立を目指したイギリスとの条約交渉

に臨んだ。けれども、条約案に対するワフド

党の反対により交渉は妥結せず、サルワトは

28年3月に辞職した。交渉中の27年8月に

はザグルールが死去し、ムスタファー・ナッ

ハース（Mustafa　al－Nahhas，1879－1965）が

ワフド党第2代党首となった。サルワト辞職
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後、短命のナッハース内閣を挟んで28年6

月に首相に任命された立憲自由党のマフムー

ドは、一転して統一党との連立内閣を成立さ

せたが、翌月に国王は下院を解散し憲法も

停止した。憲法停止後もマフムード内閣およ

びそれに続くヤカン内閣という立憲自由党の

政権が続いたが、29年10月憲法復活後の同

年12月に実施された下院選挙では、立憲自

由党は選挙をボイコットした。

　選挙後に再びナッハースによるワフド党内

閣が成立したが、これも短命に終わり、1930

年6月に立憲自由党のシドキーが首相に任命

され、翌7月に下院が解散された。シドキー

は政権安定のために彼が必要と考えた新た

な憲法と選挙法の草案を作成した。10月22

日に23年憲法は廃止され、議会の権限を制

限した1930年憲法と間接選挙を復活させる

1930年選挙法が勅令による法として公布さ

れた。シドキーは立憲自由党を離党して、人

民党（Hizb　al－Sha（b）を結成した。ワフド党

と立憲自由党は30年憲法に反対して翌31年

の下院選挙をボイコットし、人民党と統一党

が勝利した。シドキー首相は33年9月まで、

人民党と統一党の連立内閣を維持したが、両

党以外の政党はすべて連合して1923年憲法

復活を要求し、長く政治的混乱が続いた。

　国王とイギリスはともに30年憲法を支持

していたが、新任の英高等弁務官ランプソ

ン（Miles　Wedderburn　Lampson）は条約交

渉再開に向けた政情安定化のため、一転して

国王に23年憲法の復活を求めた。1935年12

月12日、国王は23年憲法を復活させる勅令

を発し、19日にも24年選挙法と同じ内容（直

接選挙）の35年選挙法を勅令により公布し

た。翌36年5月の下院選挙でワフド党が勝

利し、ナッハース内閣が成立すると、政府は

ワタン党を除くすべての政党からなる交渉団

を編成し、イギリスとの条約交渉を開始した。

同年8月26日、イギリス・エジプト条約が

締結され、イギリスは既述の留保をすべて取

り下げて、エジプトを完全な独立主権国家と

承認した。しかし、実際にはスエズ運河など

に英軍の駐留は続き、スーダンの主権に関わ

る問題が未解決であったため、これ以降も条

約改正が課題として残ることとなる。

　その後マフムード首相のもと、1937年12

月から立憲自由党・人民党・統一党による連

立内閣が、38年6月からは立憲自由党・サ

アド党による連立内閣が39年8月まで続い

た。さらに、立憲自由党はサアド党のアフ

マド・マーヘル（Ahmad　Mahir，1888－1945）

内閣（1944－45）、マフムード・ファハミー・

ヌクラーシー（Mal）mUd　Fahmi　al－Nuqrashi，

1888－1948）内閣（1945－46）にも連立参加した。

しかし、特に1940年以降、ワフド党ナッハー

ス内閣以外の内閣は、連立というかたちをと

らないままワフド党以外の政党から閣僚が集

まるようになっていく。そのなかで、立憲

自由党からはハイカル（教育相）、アバーザ、

ムスタファー・アブドッラージク、アリー・

アブドッラージク（ワクフ相）などがさまざ

まな内閣に入閣した（ルトフィーも外相など

を歴任した）。

　要するにエジプト王国後期の内閣は、ワフ

ド党ナッハース内閣とそれ以外の諸政党が参

加する内閣が交互に成立していく展開を見せ

るが、そのなかで立憲自由党は後者の一翼を

担っていた。しかし、次第にハサン・サブリー

（Hasan　Sabri，1875－1940）やフサイン・シッ

リー（Husayn　Sirri，　1892－1960）など、政党

に属さないテクノクラート出身の政治家が首

相に任命される例が増え、そこでの閣僚は諸

政党出身であるにしても、連立の形式さえも

ないままに、政党政治の色彩が薄まっていく
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傾向が見られる。

　1952年7月22日にエジプト革命が勃発し、

革命政府はすべての政党に活動停止命令を発

した。翌53年、解党命令によって組織の解

体と財産の没収が行なわれ、政党の幹部や公

職にあった者の多くには、10年間の公民権

停止処分が下された。むろん、立憲自由党も

その例外ではなかった。

3　考察

（1）成立の背景

　立憲自由党の起源としては、まず独立以前

のワフドが挙げられる。ワフドといえばザグ

ルールであるのだが、実はザグルールの側近

達はほとんどがワフド党ではなく、立憲自由

党に参加している。前章の記述で明らかなよ

うに、ワフドの初期メンバーやザグルールと

行動をともにした幹部達は、続々とザグルー

ルと挟を分かち、エジプト独立協会を経て立

憲自由党の結党に参集した（結党直前に死亡

したシャアラーウィー3）と遊牧民の指導者

であったバシールを除く）。もちろん、ナッ

ハースをはじめとしてザグルールのもとに

残った幹部やメンバーも多かったが、やはり

主要なメンバーは立憲自由党に流れたといっ

ていい。

　第二に挙げられるのは、ウンマ党（Hizb

al－）Umma）である。ウンマ党と立憲自由党

の関連については、すでに指摘がなされてい

る。　［Zayid　1968：337－338，　Deeb　1979：79］

ウンマ党は上記カーミルのワタン党に対抗

するため、当時のイギリス総領事クローマー

（Lord　Cromer）の提案によって、より穏健

な民族主義政党として1907年に設立された。

メンバーはムスタファーとアリー・アブドッ

ラージク兄弟の父親であるハサン・アブドッ

ラージク、ルトフィー、ファハミー、マフムー

ドらであった。ザグルールは正式なメンバー

ではなかったが、その支援者として極めて近

い立場にあった。独立のための自治やそのた

めに必要な憲法の制定を求め、その姿勢は漸

進主義と評される。ウンマ党は1913年の立

法会議（al－Jam（iyya　aLTashr査yya）選挙で、

カーミルの死後に勢力が衰えていたワタン党

を凌いで、多くの議席を得た。1914年開設

の立法会議では、ワタン党とともにザグルー

ルを指導者に担いだ。このウンマ党メンバー

および立法会議議員から、多くの者がのち

に立憲自由党に参加した4）。

　第三はウンマ党と重なるものであるが、ム

ハンマド・アブドゥ（Muhammad｛Abduh，

1849－1905）の存在である。ウンマ党は、「イ

マームの党（Hizb　al－lmatn）」とも呼ばれた。

イマームとは、イスラーム改革の巨人アブ

ドゥのことである。ウンマ党結成時にはアブ

ドゥは死亡していたが、生前から「アブドゥ・

グループ」と呼ばれる弟子や支持者がおり、

その一部がウンマ党に参加したためであっ

た。そして、その「アブドゥ・グループ」の

うち、雑誌rマナールa1一ル鋤2r』を発行し

たムハンマド・ラシード・リダー（Muhammad

Rashld　Rida　1865－1935）、独立前に死亡

した女性解放論者のカーシム・アミーン

（Qasim　Alnin，18631908）、ワフド党に参加

したザグルールと文学者のターハー・フサイ

ン（Taha　Husayn，1889－1973）以外の者達は、

のちに立憲自由党に参加している。それはヒ

ルバーウィー、ルトフィー、アブドッラージ

ク兄弟である。［松本1988］さらに、アブドゥ

と直接的なつながりがなくとも、ファハミー

らの上記アリー・アブドッラージク著作事件

への対応や、ハイカルが預言者の伝記『ムハ
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ンマド伝（Hayht　al－Muhammad）』を著した

ことなどには、アブドゥが示した合理主義や

近代化の精神を見て取れる。立憲自由党の「行

動計画」には、アブドゥの教えが大きく影響

しているとの指摘［Zayid　I968：338］もある。

立憲自由党は個人レベルのみならず全体とし

て、アブドゥの思想や業績をもはや議論の余

地のない自明のものとし、その改革志向を受

け継ぐ人々の集まりであったともいえる。

　そして最後に、既述の憲法起草委員会を指

摘したい。文末の表2は、委員会と事務局の

メンバーである。委員会は30人で構成され

ているが、そのうち実に11人が立憲自由党

に参加している（ファハミー、アッルーバ、

マカッバーティー、ヒルバーウィーなど）。

委員のすべてが政党に参加したわけではな

く、立憲自由党のほかに確認できるのは人民

党が2人、統一党が1人であるから、11人

という数字は明らかに大きな特徴を示してい

る（タウフィーク・ドースはワフド党から立

憲自由党に移り、さらに国王側近の無所属の

政治家となったため、11人には含んでいな

い）。さらに、委員会はその内部に特に重要

な条項を審議する憲法基本原理委員会（Lajna

Wad（i　al－Mab）di（al－Amma　lil－Dust（iri）を設

けており、30人の委員から18人がそこに選

抜された。その18人のうちで、立憲自由党

に参加する者は7名を数える（ファハミーな

ど上記4名を含む）。また、事務局のなかには、

のちに立憲自由党第5代党首となるハイカ

ルがいた。なかでも、ファハミーはこの委員

会での議論を主導し、1923年憲法案を完成

させた立役者であった。立憲自由党は1923

年憲法を作り上げた人々、そしてそれを支持

する人々の集まりでもあった。立憲自由党

の結党大会が、憲法起草委員会が憲法案を政

府に提出した9日後であったというタイミン

グが、それを如実に示している。

　以上、立憲自由党の起源に関わる4つの側

面をまとめると、どのような政党の姿に結び

つくであろうか。ウンマ党やアブドゥの影響

を考えると、そこには合理主義・現実主義・

漸進主義・穏健・親英といった傾向が見えて

くる。これらの傾向はワフド分裂において、

即時無条件独立に固執するザグルールと決別

した側の人々の判断や性向にも一致する。そ

の上で、成立時の立憲自由党を評価するため

に、筆者はやはり憲法起草委員会を最も重視

したい。この委員会の委員のみならず、立憲

自由党に参加した者達は1923年憲法によっ

て立憲政治、議会政治、政党政治を立ち上げ、

そこで自らが活躍することを希求した人々で

はなかったか。それゆえに、独立と立憲君主

制の確立を最優先して、完全独立のためには

政治的混乱も辞さないザグルールとは異なる

道をとった。その名の通り、自分達のための

新しい「憲政」こそが、立憲自由党の拠って

立つ基盤であった。

（2）「迷走」の意味

　Deebは立憲自由党結成時の理事会メンバー

を分析し、その半数以上が大規模地主層であり、

約3割が都市中間層であるとし、これに上記「行

動計画」の内容を重ねて、立憲自由党は「最初

にして最大の大規模地主層の政党」であると述

べている。［Deeb　l979：77，　eO］ほかにも、立

憲自由党の支持層を「大規模地主、地方の名士、

知識人」とする評価がある。［Goldschmidt　and

Johnst㎝　2003：236］ただし、国王派の統一党

も大規模地主層を支持基盤としていたし、全土

的な支持を得ていたワフド党支持者にも大規模

地主層はいた。それゆえ、立憲自由党だけが

大規模地主層から支持を得ていたわけではない

が、やはりワフド党と比較すると、大規模地主
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層が支持基盤であることは立憲自由党の大きな

特徴といえる。

　しかし、立憲自由党が地主層の擁護者、支援

者であったのなら、なにも迷走を繰り返す必

要はない。議会開設時、23年憲法に反対す

る国王とワフド党の連携に対し、立憲自由党

は憲法擁護を主張する野党であった。ワフド

党が国王と疎遠になったあとは、統一党との

連立に参加して与党となった。しかし、1926

年には24年選挙法復活を求めて在野でワフ

ド党と共闘し、その後はワフド党との連立

内閣を組んだ。28年には再び統一党と連立

を組む。それに続くシドキー首相が、立憲自

由党でありながら23年憲法を廃止し、30年

憲法を制定すると、立憲自由党は再度ワフド

党と23年憲法復活のために在野で連合した。

37年には、そのシドキーが作った人民党お

よび統一党と連立を組み、その後はワフド党

から分裂したサアド党との連立に参加した。

　大規模地主層が支持基盤であるのなら、国

王または統一党に接近・連携し、ワフド党と

対抗し続ければよい。実際に、立憲自由党は

統一党との連立を繰り返している。しかし、

24年選挙法や23年憲法が危機に瀕すると、

一転してワフド党と連携し、その擁護に全精

力を傾ける。一方、それらが復活すると再び

与党となって、統一党のみならずワフド党、

サァド党とも連立政権を組む。外部から見る

と、はなはだ節操のない政党であり、大規模

地主層が支持基盤であるということからは、

このような行動を説明できない。

　そこで、前節で述べた現実主義・漸進主義

や1923年憲法擁護を、これに重ね合わせて

考えてみると、護憲と政権への意欲・執着と

の板ばさみといった状況が見えてくる。上述

のように、立憲自由党にとって23年憲法は

自己の存立基盤に等しく、何を措いても守ら

なければならない対象である。しかし、その

理由は単に民主主義やリベラリズムの擁護で

あるだけではなく、自分達が23年憲法によっ

て活躍の場を与えられるということにもあ

る。そうであるならば、23年憲法を守るた

めには下野することも辞さないが、立憲制そ

のものに危機が存在しない時期は、議会のみ

ならず政権にも活躍の場を広げたいという意

欲や執着を強く持っていたであろうことは、

想像に難くない。政権を得るためには国王か

ら首相に任命されなければならないが、ワフ

ド党のような選挙での圧勝は期待できないの

で、どうしても国王に近い政治的立場を示す

ことになる。それは完全独立についても、社

会問題への対処についても、穏健で漸進的な

ものとなり、そのような姿勢は大規模地主層

にも歓迎されるものとなる。

　おそらく、ワフド党ザグルール政権と国王

が憲法反対で結びついていた時期に、野党と

して護憲を掲げていた立憲自由党が、最もわ

かりやすかったに違いない。その後、すぐに

ワフド党が護憲に転じてから、1923年憲法

への思い入れは立憲自由党だけのものではな

くなった。いわば立憲自由党のアイデンティ

ティは薄れてしまい、上述した護憲（ワフド

党）と政権（国王）との間を往復する「迷走」

を繰り返すことになるのである。

（3）評価

　立憲君主制期エジプトは、イギリス・国王・

ワフド党が三つ巴の政治闘争を続けた時代で

あった。Goldsc㎞idtは、この対立の構図を

「power　triangle」と呼んでいる。［Goldschrnidt

and　Johnston　2003：236］この三角形のなか

で、民族主義勢力を代表するワフド党が最も

不利で弱い一角を占めている。なぜならば、

ワフド党がイギリスおよび国王と対立してい
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るだけでなく、イギリスと国王も対立してい

るため、ワフド党がイギリスと対立すれば国

王を助けることとなり、逆に国王と対立すれ

ばイギリスを助けることになるからである。

このような状況はエジプト王国のみならず、

独立以前の多くの地域に共通するものであ

り、民族主義勢力や独立運動が持つ構造的な

弱点を表わしている。

　そのようななか、立憲自由党は三角形のな

かの国王とワフド党を結ぶ一辺をさまよって

いた。それゆえ民族主義勢力としては、立憲

自由党はワフド党よりもさらに弱体な存在と

いわざるをえない。ただし、民族主義と政党

の関係については、立憲自由党に限らず論じ

なければならない状況がある。立憲自由党は

ワフド党との連立内閣（1926－28）で、とも

にイギリスとの交渉に当たったし、1936年

ナッハース政権の超党派による対英交渉団に

も参加した。完全独立はすべての政党が共通

して掲げた目標であり、そのなかでの立憲自

由党の特徴といっても、ワフド党よりも穏健・

漸進主義ということ以上のものはない。ワフ

ド党にしても、独立に関して急進的であった

のはザグルール党首の時期だけで、ナッハー

ス党首に移ってからは穏健化したし、それ

を軟弱と見なしたサアド主義者がサァド党を

立ち上げても、上記マーヘル政権およびヌク

ラーシー政権（1944－46）が急進的であったわ

けでもない。

　要するに、ワフド党を含む政党のすべてが

対英交渉による完全独立を前提とする、穏健

化した民族主義勢力となっており、それ以

外の選択肢はムスリム同胞団や自由将校団な

ど、体制の外で成立し展開された政治活動が

担うようになっていた。それはまさしく革命

の序曲であったが、立憲自由党も他の政党も

それに関わることはなかったのである。

　一方、民主主義の観点からすれば、立憲自

由党こそ「自由な時代」を代表する政党であっ

たといえる。民主主義の主張とは裏腹に、ワ

フド党内部はザグルールやナッハースによる

独裁の傾向が強かった。これに対し、立憲自

由党は幅広い思想や専門家を包含しており、

さまざまな方面から人材が集まる場を提供す

ることによって、リベラル勢力の中心を形成

していた。これまで紙数の制約から個々のメ

ンバーについての詳しい紹介ができなかった

が、立憲自由党の多士済々ぶりを確認するた

めに、歴代党首を簡単に見てみたい。

　初代党首（1922－24）のヤカンは、ムハ

ンマド・アリー（Muha㎜ad｛Al涜位

1805－48）の姉妹の曾孫であり、大地主の出身。

既述のように、トルコ系政治家の最後の世代

に属する。第2代および第4代の党首（192428，

41－43）は、「1923年憲法の父」ファハミー

である。法律学校を卒業し内務官僚などを経

て、ルトフィーともに弁護士事務所を開設し

た。1928年裁判官に転じ、控訴院院長（の

ち破棄院に改組され、その院長）に就任した。

36年に定年退官した後、政界に復帰。マフ

ムード急死後の党首を務めた。第3代党首

（1929－41）のマフムードは、英オックスフォー

ド大学留学ののち官界に入りファイユーム、

スエズ運河、ブハイラの各州知事を務めた。

第5代党首（194352）は、法律学校を卒業

しパリ大学で博士号を取得したハイカルであ

る。彼は新聞記者や雑誌編集のかたわら、多

くの小説や評論を書く作家兼ジャーナリスト

であり、ルナンの『イエス伝』に倣い『ムハ

ンマド伝』も著した。教育改革に業績を残

す一方、イスラームの価値の再認識といった

運動も続けた。

　このほかにもサルワト、シドキー、ルト

ブイー、アブドッラージク兄弟など、エジプ
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ト王国期の政治を見る上で非常に興味深い人

物が揃っている。ただ、多士済々であるが故

に、党内のまとまりや党首・幹部の求心力に

欠ける面も持っていた。

　立憲自由党は、確かに護憲を核としたリベ

ラリズムの牙城であった。民主主義の側面か

らすれば、それは評価に値する存在であった

が、民族主義の時代はそれだけでは不十分で

あった。立憲自由党だけを弱体な民族主義勢

力とは見なせないにしても、立憲政治におけ

る自己の活躍の場に固執すれば、眼前の体制

維持のための守勢にまわり、完全独立に向け

た闘争が妥協に終わるという矛盾から、最後

まで抜け出すことができなかったのである。

補論下院選挙の制度と結果

　エジプト王国は上院と下院の二院制であっ

たが、ここでは下院についてのみ、その選挙

制度と選挙結果を述べる。1923年憲法は下

院の定数について、人口3－6万人の州もし

くは準州は1名の議員を選出し、6万人を超

える場合は3万人ごとに1名の議員を追加す

ると規定している。それゆえ、人口調査の結

果により定数は変更される。そのほかには、

被選挙権は30歳以上、任期5年、会期ごと

に議長1名、副議長2名を下院が指名すると

規定している。

　第1回および第2回選挙に適用された

1923年選挙法は、憲法起草委員会が作成し

たもので、21歳以上の国民（男性のみ）が

一般選挙人となり、30人の一般選挙人が1

人の中間選挙人を選び、中間選挙人が議員

候補者に投票する間接選挙を定めている。そ

のほかには、選挙人事前登録制、小選挙区制

（得票が過半数に至らない場合は5日以内に

上位2名による決選投票。候補者1名の場合

は無投票当選）を規定している。ザグルール

政権によって成立し、第3、4、6、7、8、9、

10回選挙で適用された1924年選挙法（およ

び1935年選挙法）は、中間選挙を直接選挙

に変更し、被選挙権に識字能力と供託金（150

エジプト・ポンド）を加えたもので、そのほ

かの規定に変更はない。実際には選挙に適用

されなかった1925年選挙法は、選挙権が30

歳に引き上げられ、一般選挙人20人が1人

の中間選挙人を選ぶ間接選挙を定めていた。

　第5回選挙にのみ適用された、シドキーに

よる1930年憲法および1930年選挙法では、

下院の定員は150人とされ、選挙権は25歳

以上、一般選挙人50人が中間選挙人1人を

選ぶ間接選挙を規定している。さらに、中

間選挙人の条件として、地租1ポンド以上

もしくは年間12ポンド以上の不動産収入の

ある地主またはワクフ管理者、課税評価額2

ポンド以上の農地を1年以上貸している地

主、初等教育修了者のいずれかであることを

定めている。これらの条件は、エジプト人口

の80％以上を排除するものとの指摘がある。

［Vatikiotis　1980：287］

　続いて選挙結果であるが、エジプトの官報

や新聞、イギリスの外交文書などに、すべて

の選挙について当選者の所属政党と得票数を

掲載しているものがない。新聞や外交文書に

は、いくつかの選挙についてこれらを記載す

るものがあるが、すべてではなく、また当選

者の氏名のみの記載といった資料もある。一

次資料にこのような不備があるため、政党別

の当選者数や得票数は二次資料や研究書に頼

らざるを得ない。

　表1の典拠である［Quraishi　1967］は、筆

者の知る限り、すべての選挙における政党別

の当選者数と得票数を載せている唯一の資料
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である。それゆえ、本稿で用いたのだが、合

計の数値が合わない例が多く、加えてこの資

料を発見する前に、筆者が複数の資料を用い

てまとめた選挙結果（表3）と当選者数が食

い違う。また、イギリスの外交文書が第4回

選挙（1929）の州別結果（表4）を報告して

いるが、その投票総数にも約8万7000票の

差がある。もちろん、表3に掲げた政党別当

選者数も、資料によって大きく異なる場合が

あった。たとえば、第1回選挙（1924）のワ

フド党の当選者を151名とする資料［Marsot

1977：69］もあったし、第7回選挙（1938）

の立憲自由党の当選者を113名とする資料

［Vatikiotis　1980：294］もあった。

　Quraishiは表1の数値を、「M．　Fathullah

al－Khatib，　The　W（）rking　of　Parliamen　tary

Ins亡∫亡u　t∫ons　in 　Egyp亡 （an　unpubiished

Ph．D．　thesis　submitted　to　the　University

of　Edinburgh）；Fu）ad　Sirag　al－Dln’s　survey

of　elections　results，　ai－Mi§rl，　March　11，

1951；（Abd　al－Rahmhn　al－Raf責，　Fi　A｛qab　al一

Tha　wvrat　aみルカ≒1イ刀a　（Cairo，1947－51）3vols；

Aりmad　Shafiq，　Ha　wi’YYatル晦τa∫－Siyasiyya

（Cairo，192（テ31）10vols；and　several　issues　of

al－Ahrhm　and　al－Misri」［Quraushi　1967二

231］からとったと記しているが、筆者はまだ、

そのすべてを確認していない。現在までのと

ころ筆者には、数値が食い違う理由も、どの

数値が正しいのかも不明なため、ここに補足

説明を行なった。

　ちなみに、表4によれば232選挙区のなか

で投票が行なわれたのは119選挙区とのこと

であるので、113選挙区では候補者1人のた

め無投票当選となったことになる。この選挙

はワフド党の圧勝であったため、無投票当選

した候補者の大半はワフド党と推定できる。

ワフド党が勝利した他の選挙でも、これに近

い選挙区数においてワフド党候補者の無投票

当選があったと考えられる。

表1　下院選挙結果［Quraishi　1967：231－233］

選挙年

1924年

1925年

1926年

政党名

ワフド党

立憲自由党

ワタン党

無所属

計

ワフド党

立憲自由党

統一党

ワタン党

無所属

計

ワフド党

立候補者数　当選者数

219

112

43

107

186

78

87

24

64

192

179

20

　7

　2

211

113

40

　9

24

222

171

総得票数（得票率）

　33，354（449％）

　16，690（24．7％）

　5，103（7．6％）

　12，357（1＆3％）

　67，504

　31，482（53．6％）

　13，711（20．4％）

　11，465（17％）

　　2，931（4．4％）

　　7，693（11．4％）

　67，342

771，737（68％）
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1931年

1936年

1938年

1942年

1945年
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立憲自由党

ワタン党

統一党

無所属

計

ワフド党

立憲自由党’1

ワタン党

統一党

無所属

計

人民党

統一党

ワタン党

無所属

その他’2

計

ワフド党

立憲自由党

統一人民党’3

ワタン党

無所属

計

サアド党’4

民族主義者＊5

ワフド党

無所属

計

ワフド党

ワタン党

無所属

その他’6

計

サアド党

立憲自由党

ワフド・ブロックワ

無所属

73

19

75

52

228

22

12

17

28

137

58

14

63

　4

277

42

51

5

54

111

119

223

139

270

　7

213

24

232

145

126

253

　5

　1

　5

211

216

　5

　4

　0

　7

232

　40

　8

　18

　0

150

190

　15

　14

　　4

　9
232

　87

105

　14

264

232

　　5

　14

　13

264

126

　75

　18

　38

216，025（19％）

　22，136（2％）

　70，643（62％）

　54，723（48％）

1，135，264

　610，461（609％）

　189，014（1＆8％）

　30，880（3．1％）

　49，437（49％）

122，870（123％）

1，002，662

　25286（5＆1％）

　10．351（238％）

　　1，904（4．3％）

　　5，763（132％）

　　277（0．6％）

　43，586

794，966（62．1％）

157，454（123％）

174，535（13．6％）

　20β55（L7％）

　133，855（39％）

1，281，085

451，146（25．4％）

755，951（42．6％）

　111，106（6．296）

　455β35（25．8％）

（計1，774，038）

738，657（5＆3％）

　　18，687（1．5％）

　455，835（25、8％）

　451，146（25．4％）

1267，004

　739，717（42％）

　427，899（24、3％）

　354，570（20．1％）

173，485（9．8％）
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　　　　　計

1950年　　ワフド党

　　　　　サアド党

　　　　　立憲自由党

　　　　　ワタン党

　　　　　社会党’8

　　　　　ワフド・ブロック

　　　　　無所属

　　　　　計

蹴
170

108

16

3

39

345

264

226

27

　6

　1

　0

31

319

1，763，371

1．357，206（7（）．8％）

406，693（16．3％）

293，444　（11．8％）

　37，512　（1．5％）

　16，499　（0．7％）

　14，803　（（）．6％）

　362，587　（14．6％）

2，488，744

’1　このとき、立憲自由党は選挙をボイコットしているが、Quraishiはそれに言及していない。

おそらく、党の決定に従わなかった立候補者数・当選者数と思われる。

’2選挙をボイコットした党の決定に従わず、ワフド党から1名、立憲自由党から3名が立候補

　したが、いずれも落選した。

’3　統一党と人民党は1938年に合併するので、この時はまだ統一人民党は存在していない。

’4　ワフド党のナッハース体制を軟弱と考え、ザグルールの強硬路線を継承しようとするサアド

　主義者が、1937年にワフド党を離党して結成した政党。

’5　Quraishiは、民族主義者（QawmiyyUn）を立憲自由党、ワタン党、統一人民党の政党連合

　としているが、他の資料にそのような記述はない。

’6選挙をボイコットした党の決定に従わず、サアド党および立憲自由党から立候補した者。

’7’4と同様に、コプト教徒のサアド主義者が、1942年にワフド党を離党して結成した政党。

　別名クトラ党。

’81933年に結成された右派の民族主義団体「青年エジプト（MiSr　al－Fatht）」によって作られ

　た政党。
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表2　1922年憲法起草委員会メンバ’一’　［§ubhi　1939：493・4941

耳usayn　Rushdh’（委員長、元首相、のち上院議長）

Ahmad　Hishmat（副委員長、元大臣、ファハミーのおじ、のち立憲自由党）

ytisuf　SSba（元大臣）

Ahmad　Tal（at（元大臣、国民法廷カイロ控訴院院長、のち人民党）

Mubammad　Awfiq　Rafat（元大臣、のち人民党）

｛Abd　al－Hamid　al－Bakri（スーフィー教団長、のち立憲自由党）

Muhammad　Bakhit（ウラマー、元最高ムフティー、のち立憲自由党）

Yuannis（コプト教徒、アレキサンドリア大主教）

Qa∬1∬Fahm∫（コプト教徒、元立法会議議員）

Isma旬Abaza（元立法会議議員）

Man§tir　Ythsuf（元立法会議議員、アレキサンドリア商工会議所会頭）

Ibrahim　Abth　Rahab（元立法会議議員）

Yitsuf　ASIan　Qattawl（ユダヤ教徒、元立法会議議員、のち統一党）

（Afi　al－Manzlawi（元立法会議議員、のち立憲自由党）

（Abd　al－Latif　al－Makabbati（元立法会議議員、のち立憲自由党）

Muhammad（AぴAHUba（元立法会議議員、のち立憲自由党）

Zakariya　Namiq（元立法会議議員）

Ibrahim　al－Hilbawl（元弁護士会会長、のち立憲自由党）

（Abd　al－｛Aziz　Fahrril（元立法会議議員、元弁護士会会長、のち立憲自由党）

Mahmud　Abti　al－Nasr（元弁護士会会長）

M晦ammad　Khayrat　R頑（ウラマー、シャリーア法廷弁護士会会長）

耳asan（Abd　al－Raziq（アレキサンドリア州知事、のち立憲自由党）

｛Abd　al－Qadir　al－Jama1（カイロ商工会議所会頭）

§alib　Lamldm（ミニヤ州ファワーイド部族長、のち立憲自由党）

llyhs（Awad（コプト教徒、弁護士、のち立憲自由党）

｛Afi　Mahir（前国民法廷アシュート裁判所副所長）

Tawfiq　DUs（コプト教徒、アシュート州議会議員）

｛Abd　al－Hamld　Mustafa（財務省次官）

H頭zHasan（カイロ州知事）

（Abd　al－Hamid　Badawi（王宮府顧問兼内閣官房長官、サルワトの盟友）

事務局：Ahmad　Amin（事務局長、のちアラブ連盟事務局長）

Mubammad　Husayn　Haykal（のち立憲自由党）

Mullarnmad　MutawaUi、　Mabmud　＄adiq、

（Abd　al－（Aziz　al－Bishri（ウラマー）、　Alymad　＄adiq
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表3　下院選挙の政党別議席獲得数および議会の期間［松本2004：85］

第1回（1924年1月、定数214、間接選挙）：ワフド党195、立憲自由党2、ワタン党2［Vatikiotis

　　　198（｝277－8］

　　　議会：24年3月～11月（8ヶ月）

第2回（1925年3月、定数214、間接選挙）：ワフド党116、立憲自由党・統一党・無所属で計87［Husayn

　　　1978：1812］

　　　議会：25年3月23日（i日、以後空白期間）

第3回（1926年5月、定数214、直接選挙）：ワフド党165、立憲自由党29、ワタン党5、統一党5、

　　　無所属10［Husayn　1978：1831］

　　　議会：26年6月～28年7月（2年1ヶ月、以後空白期間）

第4回（1929年12月、定数235、直接選挙）：ワフド党198、ワタン党3、統一党3、無所属31（立

　　　憲自由党ボイコット）［Deeb　1979148－9］

　　　議会：30年1月～6月（5ヶ月、以後空白期間）

第5回（1931年6月、定数150、間接選挙）：人民党83、統一党40、ワタン党8（ワフド党、立憲

　　　自由党ボイコット）［Deeb　1979：277－80］

　　　議会：31年6月～34年11月（3年5ヶ月、以後空白期間）

第6回（1936年5月、定数232、直接選挙）：ワフド党179、立憲自由党20、人民党10、統一党6、

　　　ワタン党4、サァド党3、無所属10

　　　議会：36年5月～38年1月（1年7ヶ月）　　　　　　　　　［Deeb　1979：332，394n103］

第7回（1938年3月、定数264、直接選挙）：サァド党84、立憲自由党77、ワフド党12、人民党

　　　11、統一党5、ワタン党3、無所属72

　　　議会：38年4月～42年2月（3年10ヶ月）　　　　　　　［Deeb　1979：338，358，　40Cin　152］

第8回（1942年3月、定数264、直接選挙）1ワフド党235（サァド党、立憲自由党ボイコット）［Rizq

　　　1998：447］

　　　議会：42年3月～44年8月（2年4ヶ月）

第9回（1945年1月、定数264、直接選挙）：サァド党125、立憲自由党74、ワフド・ブロック（ク

　　　トラ党）29、ワタン党7、無所属29

　　　議会：45年1月～49年8月（任期満了）　　（ワフド党ボイコット）［Vatikiotis　1980：354］

第10回（1950年1月、定数319、直接選挙）：ワフド党226、サァド党28、立憲自由党27、ワタン党6、

　　　ワフド・ブロック（クトラ党）1、

　　　議会：50年1月～52年2月（2年1ヶ月）

　　　　　　　　　　　　　　　　社会党（青年エジプト）1、無所属31［Mutawalli　198Q124］
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表4

州もしくは準州

カイロ

ァレキサンドリア

運河地区

スエズ

ダミエッタ

カリービーヤ

シャルキーヤ

ダカハリーヤ

メヌーブイーヤ

ガルビーヤ

ブハイラ

キザ

ベニー・スエフ

ファイユーム

ミニヤ

アシュート

ギーザ

ケナ

アスワン

計

1929年第4回下院選挙における有権者数と投票者数［UKI930］

選挙区数　投票が実施された選挙区数

15

　8

　2

　　1

　　1

10

17

18

18

30

16

11

　9

9

14

18

16

15

4

232

4

　1

　0

　0

　0

3

12

4

7

14

7

8

8

6

9

4

13

15

4

119

登録選挙人数

　　22，819

　　　4，332

　　38，593

　151，143

　202，539

　　99，970

　158，322

　　77，332

　100，004

　　98，543

　　86278

　　127，721

　　53，613

　　198，228

　　225，797

　　77，286

　1，722，520

投票者数

　　9，102

　　896

　25，112

　98，004

133，064

　57，535

　94，119

　50，302

66，050

　75297

59，985

92，228

　37，795

119，505

139，587

31，103

1，089，684

投票率

39．88％

20．68％

65．09％

64．00％

65．69％

57．55％

59．63％

65．04％

66．04％

76．40％

69．52％

7221％

70．49％

6028％

61．81％

40．20％

63．26％
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